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ＤＤＴの歴史
1) 1874年 独の化学者が合成
2) 1939年 ミューラー（瑞西）殺虫効力を発見
3) 1948年 ミューラー、ノーベル賞を受賞
4) 1962年 Ｒ．カーソン Ｓｉｌｅｎｔ Ｓｐｒｉｎｇ
出版
5) 1948年－1971年 農薬として登録
6) 1981年 化学物質審査規制法
第1種特定化学物質に指定
7) 2004年 POPsに指定
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1. 概要 
環境月間の行事として開かれた公開講演会について総括して報告します。概要は以下のようです。 
 
日時：平成 26 年 6 月 7 日（土）13:30～17:05 
場所：岡山大学自然科学研究科棟大講義室 
テーマ：環境と人と化学物質 
 
開催趣旨として，次のような文面を掲げました： 
「現代社会は数多くの化学物質で支えられ，私たちは豊かな生活を享受していますが，反面，化学
物質のもたらす危険性もいろいろなところに，様々なあり方で存在します。環境月間の中でこのこと
をあらためて認識し，化学物質とどのように”つきあえば”よいのか，考えてみたいと思います。」 
化学物質は，工場などで生産され，または輸入され，社会において使用されます。それは，社会に
利便性を提供し生活に豊かさをもたらすものですが，同時に負の側面を持ち合わせることがあります。
生産，使用そして最終的に廃棄される過程のどこかで，化学物質は環境中に排出されます。すなわち，
環境を経由した化学物質へのばく露が人に生じ，様々なリスクが生じる可能性があるわけです。人の
健康だけでなく，生態系への影響も重要です。本講演会では，私たちがこのような化学物質のもつ一
面としての有害性および環境中での化学物質の挙動とを科学的に理解することで，化学物質問題への
理解と環境への洞察力を磨く一助とし得ることを目的としました。 
講演会では，最初に本学研究担当山本理事から，開会の挨拶として上記の趣旨等が述べられました。
以下，3 名の演者の講演内容を振り返ります。 
 
2. 化学物質と正しく付き合う：北野 大 
最初に，淑徳大学人文学部表現学科教授の北野 大 氏から，「化学物質と正しく付き合う」と題して
総論的な講演がありました。北野氏は，TV 等でよく知ら
れた方ですが，化学物質の安全分野の専門家です。 
スライド 1 と 2 には，かつての農薬 DDT と，合成化学物
質問題を考える上で外すことのできない工業化学品 PCB
（ポリ塩化ビフェニル）の歴史を振り返ります。この 2 物
質は，20 世紀の化学物質問題を象徴するものと言え，4.の
川本による講演でも取り上げました。ここで，DDT の殺虫
剤としての有効性の発見が，ノーベル賞を受賞するほどで
あったことは何とも皮肉でした。他にもフロン（正確には
CFC）の問題にも同様の歴史があります。これらを経て，
いまにつながる法的な整備がなされてきました（スライド
総  説 
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3）。 
次に，化学物質の有害性は，スライド 4 に示すように，ばく
露と毒性の 2 つの因子で決まります。このことはよく理解して
おきたいところです。もともと，化学物質の有害な影響は，工
場などでの労働安全および衛生問題として古くから存在し，そ
こでの物事の考え方が一般的な生活環境の側の問題へ広がって
きたという一面があります。したがって，安全性に関する評価
の方法論は労働安全の評価方法に基礎がある。ここで，毒とは
何か，スイスの医学者パラケルススの言葉を紹介しておきまし
ょう：毒でないものが存在するだろうか？すべてのものが毒で
あり，毒とならないものはない。毒でなくするものはただ量だ
けである。 
日常生活に近い場での化学物質の使用ということでは，農薬
を取り上げる必要があります。農薬には，病害虫の防除に用い
る薬剤や成長調整の薬剤など各種があります。その安全性の試
験と評価はスライド 5 のように多岐にわたっていて，非常に多
くの時間と経費を必要とする実態があります。動物愛護という
面もあります。身近にある化学物質の有用性と有害性という文
脈では，食品添加物も同様であり，スライド 6 に示すように，
例えば食品の保存面からの人の生活に対する有用性が前提とし
てあるわけですが，一方でリスクを考えるべき場合もあります。
まさにこのことが，この講演会のポイントでもあります。化学
物質の有用性に潜むリスクを知る手がかりと，環境の中での化
学物質をとらえる視点とをつかんでいただけることを望みます。 
 
3. 化学物質の人への健康影響：東 賢一 
第 2 の講演は，近畿大学医学部講師の東 賢一 氏からです。
その内容は，医学からのアプローチに相応しく健康の定義，成
立要因から始められました。すなわち内因（素因），外因（環境）
および行動（態度）の 3 つの要素が健康の基本にあり，これら
の相乗で健康であるかどうかが決まります。このうち，環境要
因の中には，スライド 7 に示すように化学物質を主な要素とす
る化学的要因，物理的または社会的要因など多数の要因が含ま
れ，これらに宿主要因が関係します。化学的要因の多くを占め
る化学物質は，多様化と量的増大をたどり，いまや世界で 8 万
種，日本では約 5 万種もの物質が流通すると言われます。この
事実は，有用性とリスクの両面を考慮した化学物質の管理が重
要となることを意味します。また，化学物質に関する世論調査
（平成 22 年）によると，身の回りにあって不安を感じるものと
して，農薬，水や食品，工場の排ガスや排水といったものが比
較的高い比率となっています（スライド 8）。 
化学物質のリスクは，2.において述べられたように，毒性の強
さとばく露量の積でその程度が決まります。一方，人への健康
影響を考える場合，ばく露の経路を知る必要があります。スラ
イド 9 のように，気体，液体，固体に含まれる化学物質を吸い
込むのか，飲み込むのか，触れるのか，があるわけです。さら
取られた対策
１）DDTの問題
‐‐‐‐‐‐農薬取締法の改正
２）PCBの問題
‐‐‐‐‐化学物質審査規制法の制定
３）ダイオキシン類の問題
‐‐‐‐‐‐ダイオキシン類対策特別措置法の制定
４）CFCの問題
‐‐‐‐‐オゾン層保護法の制定
ＰＣＢの歴史
1)1929年 米で工業化
2)1954年 国内製造開始
3)1966年 鳥類や魚類の中に検出
4)1968年 油症事件
5)1978年 化学物質審査規制法
第１種特定化学物質に指定
6)2004年 POPsに指定
（1954年～1972年の国内製造量 59,000トン）
スライド 2 
スライド 3 
化学物質の毒性
• 物質が有害かどうかは、量が決める
Risk= f (Exposure X Hazard)
有害性＝ f（暴露 X 毒性）
暴露：人による摂取量、通常は口、鼻、皮膚から
環境生物が薬物にさらされる濃度
合成化学物質は有害、天然物なら安全？
スライド 4 
食品添加物の大原則
高野 靖（日本食品添加物協会）
1) 有用性のある物のみが添加物に指定
2) 使用可能な添加物が定められている
3) 安全性が科学的に確認
4) 必要に応じ、摂取許容量が定められている
実際に食べすぎていないかの調査を実施
5) 添加物の品質基準がある
スライド 6 
スライド 5 
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にもう一つ，近年の大きな課題に，低濃度・
複合ばく露の問題があります。日常生活での
化学物質へのばく露は，実際的には，複数の
経路を通じたばく露，あるいは複数の化学物
質を複合的に摂取する複合ばく露であること
が多いのです。しかし，そのリスクの評価は
一般にかなり難しいので，定まった評価方法
はなく，今後に課題を残しています。 
複合ばく露の課題については，化学物質の
毒性がどのように発現するのかつまり影響を
及ぼすのかについて知ることでわかります。
化学物質は，スライド 10 に示すように，閾値
があるかどうかで量と反応（毒性影響）の関
係が異なります。環境上の基準値は，個々の
化学物質についてこのような量的な関係に基
づいて決められているのです。では，この毒
性とばく露で決まるリスクは，現実的にどの
ように決めるのでしょうか。身の回りのリス
ク，発がん物質についてのリスクは，生涯リ
スクとしてスライド 11 のように見積もられ
ています。現在の基本となる考え方は，10-5
すなわち 10 万人に一人の確率ならばそのリ
スクは許容し得るという判断で環境基準など
は決められています。そして，人が一生涯摂
取し続けても有害な影響が生じないと考えら
れる 1 日当たりの摂取量として，例えば食品
添加物や農薬であれば一日許容摂取量（ADI）
なる値，ダイオキシンのような有用性のない
環境汚染物質であれば耐容一日摂取量（TDI）
が定められるのです。最後に，中国そして日
本でも最近の大気汚染問題となっている粒子
状物質について触れましょう。PM2.5と表記さ
れる微小粒子状物質ですが，すでに 1990 年代
から健康影響が懸念されており，日本では
2009 年に環境基準が設定されました。国境を
越えた環境問題の一つでもありますが，一過
的に騒ぐのではなく，今後も多様化する微小
な粒子状物質の健康影響について，正しい認
識を持ちたいものです。そして，全体のまと
めとして，生活と健康に関連することの多い
環境の情報に関心をもち，注意を向けて，そ
の上で過度に心配することのない心構えを持
ちたいものだと思います。 
 
 
 
スライド 7 
スライド 8 
スライド 9 
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4. 環境の中の化学物質：川本克也 
最後の話題では，化学物質が環境の中でどのような挙動をするのか，についての理解をはかり人へ
のばく露につながる過程を説明します。まず，スライド 12 は，化学物質が生産されてからさまざまな
環境内運命（と表現します）を経て人体へのば
く露が生じるまでの道のりを描いており，これ
は化学物質のライフサイクルと呼ぶことができ，
本講演の主題です。 
これまでの講演で触れられた農薬DDTの生産
と環境中での検出・測定について，米国での例
をもとに見てみましょう。スライド 13 です。
1940 年に生産が始まり，1960 年ごろピークに達
し，その後減少します。環境汚染が明らかにな
ったからで，「沈黙の春」はよく知られています。
一方，五大湖の一つオンタリオ湖の底質に蓄積
する DDT とその関連代謝物質の測定データは，
みごとに生産量のデータに追随しています。化
学物質は，その生産・使用とともにどこかで環
境中へ出ていき，自然の中に刻印されます。 
日本では，環境省によって環境中にどのよう
に化学物質が分布しているかが，ながく調査さ
れてきており（スライド 14），貴重なデータ集
積となっています。個々の化学物質は，測定す
る方法から開発しなければならない場合が多い
ので大変な作業ですが，これまでに 1,200 余り
の物質を調査し，56%の媒体試料から検出され
ています。一方，排出する側の情報を明らかに
することが十数年前に PRTR（環境汚染物質排
出移動登録制度）として整備されました。これ
によって，特定の事業場またはひろく一般家庭
や移動発生源から，指定された化学物質が年間
にどれだけの量，大気，水，土壌といった環境
スライド 10                                   スライド 11 
スライド 11 
スライド 12 
スライド 13 
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媒体に排出されるかを地域において知ることができます。結果の一例は，スライド 15 にあるように，
トルエン，キシレンなどの溶剤類（他
の用語で，揮発性有機化合物：VOC に
分類される物質）が多いことがわかり
ます。なお，全体に大気中へ排出され
る化学物質が大変多く，約 9 割が大気
への排出です。 
上記のように，大気環境への排出が
多い現状ですが，この大気を通じた地
球規模の化学物質の長距離移動による
汚染の拡大と改善が大きな課題となっ
ています。バッタが跳ねるように移動
がイメージされるので，Grasshopper
効果と呼ばれます（スライド 16）。そ
れは，POPs（環境残留性有機汚染物質）
と呼ばれる物質群で，①難分解性，②
高蓄積性，③長距離移動性および④毒性・
生態毒性，で特徴づけられ，国際間の協調
によってこのような特性をもつ化学物質に
よる弊害を全地球規模で解消・改善するた
めの活動が進められています。長距離移動
性を除くと，日本で PCB 問題を契機に 1970
年代に世界に先駆けて整備された，「化学物
質の審査及び製造等の規制に関する法律」
と対象とする化学物質の考え方などは類似
しています。この PCB については，本講演
会で繰り返し言及されています。かつて国
内で 5 万トンを超える量が生産され，化学
的に安定で電気絶縁性が高いことなどから
絶縁油や熱媒体などに多用されましたが，
環境汚染物質なる評価が国際的に確定し，
分解・消滅のための処理が営々と行われて
います。 
化学物質は物質として固有の性状をもち，
その性状値の違いによって環境中での挙動
が大きく異なります。例えば，水と，生体
中の脂肪相を代替的に表わす有機相との間
での分配特性については，スライド 17 のよ
うに何千倍，何百万倍と異なります。すな
わち，ダイオキシン類のようにきわめて有
機相に分配する性質の強い物質から，数百
倍程度のハロゲン化炭化水素まで幅広いこ
とを知る必要があります。また，環境中で
化学物質を分解する自然の機構があるのも
事実です。これらの総体として化学物質は，
スライド 14 
スライド 15 
スライド 16 
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大気や水などの環境媒体に分布し，排出量
を反映したある濃度が形成されます。環境
媒体からの化学物質のばく露は，このよう
な機構の総体として生じます。 
なお，最近は，医薬品やパ－ソナルケア
用品に使用される化学物質が関心を持たれ
る状況にあることを一言添えます。 
最後に，まとめを記します。 
① 化学物質は環境中に入り込み，各媒体
に移動し分布する。 
② 化学物質固有の性状と媒体の特質な
どによって，移動や分布の程度は大きく異
なる。 
③ 一般的には環境媒体中濃度は非常に
低い。濃縮が起こり得る。 
④ 自然の浄化力は大きい。しかし，それに依存できない場合がある。そこで汚染が生じる。 
 
5. 終わりに 
化学物質はとても有用で，これがなければもはや現代生活は成り立ちません。しかし，本質的に環
境汚染物質になる性質もあわせ持っているのが化学物質でもあります。科学的にそこに起こる「スト
ーリー」を知り，上手にこれらと付き合っていく「術」を現代の私たちは身につける必要があります。
本日は，ご清聴ありがとうございました。 
 
スライド 17 
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